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会議の名称 令和４年度第２回佐渡市脱炭素推進会議 
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傍聴人の数 0 人 

備考  

 

会議の概要（主な発言等） 

１ 開会 

 

２ 議題１）第１回戦略部会の開催報告 

・第 1 回戦略部会での議論の内容について各部会長より説明。 

・利活用促進対策部会では、部会メンバーからそれぞれの立場において積極的な意見を

もらったが、今後の取り組みの方向性についてはまとまった議論ができなかった。ベス

トミックス構築部会の議論の結果が利活用促進対策部会にも関連するものと認識してい

る。 

・情報発信部会では、現状認識、脱炭素の将来像について認識を持つこと、島外向けに

は脱炭素を利用した広報により移住・定住に繋げていくと良いという意見があった。他

の部会と連携して実績作りを進めていくことが重要と考えている。脱炭素先行地域のモ

デルとしてリードしていけるよう、佐渡市と部会で協力して進められればと思う。 

・ベストミックス構築部会では、現状認識を共有したうえで将来像を検討するのが重要

という意見があった。この部会が指針を示し、それぞれの部会と連携していくことが重

要と考えている。検討項目ごとにロードマップを作成し、取組の時期や内容を議論して

いくことが重要である。 

意見交換等） 

・2050 年の脱炭素化に向けては、優良事例を共有しながら進めていくことが重要と思う。 

・脱炭素先行地域にて地域課題の解決が述べられているが、部会で地域課題を地域の方

とともに検討していくということは良いと思った。 

・新潟県では再エネ部門として事業者の取組支援を進めており、自然エネルギーの島構

想も立ち上げている。島構想の関連で太陽光発電や EV の補助をしている。協力・連携し

て進めていきたい。 

・再エネの安定した電気が必要と思っている。農業、観光、環境が合わさって取組を進

めていかなければならない。 

・地域の中で再エネや資源が循環していくためストーリーづくりが重要である。 

・ベストミックスという中で、佐渡で何を取り組むべきか考えていく必要がある。佐渡

では、太陽光、バイオマス、風力などがあるが、イニシャルコストを考えると大規模な

ものは厳しいと思う。また、大規模なものは送電線の利用が必要で、東北電力の協力が

必要となる。 



・様々な取組があるが、全体の流れを踏まえてベストミックスやグランドデザインから

検討していくことが重要である。市の方でグランドデザインを示していただき、それに

向けた取組を検討していくことが必要である。 

・大きな方向性としてデザインを考えて取組むことは重要だと思う。一方、当社では、

家庭屋根への太陽光発電を導入していくなど、少しずつ取組の積み重ねを頑張っていき

たい。 

・先行地域事業で取組を進めていくところだが、将来的な構想・絵づくりを行いつつ、

実現可能な事業を進める、二側面の取組が必要と思う。具体の事業を進めつつ事業者の

合意形成を図り、送配電設備を利用して需要先と繋ぎ、需給バランスを保っていく。そ

のためには小さい実証を重ねることが重要と思う。 

・事務局としては、戦略部会の意見を踏まえて進め方を考えている。ベストミックス構

築部会では、現状の電力事情や課題について共通認識を得る機会を設けることを考えて

いる。利活用促進部会では、もう少し個別の事業に関する議論を詰めていくことを想定

する。情報発信部会では、佐渡市と協働した取り組みも行い、報告できればと思う。 

 

  議題２）令和４年度に佐渡市が実施する、情報発信・意識啓発に関する取組方針 

・事務局より説明。 

意見交換等） 

・将来を見据えて若年層への啓蒙も重要と考えており、情報発信部会でも支援していけ

ればと思う。また、短期的には事業者向けのセミナーを行い、普及啓発を進めていけれ

ばと思う。 

・新潟県でもセミナー開催の実績がある。これまでのセミナーでは高齢者の参加が多か

ったようだが、小中学生に向けた ESD として若年層向けの啓発活動は良い取組だと思う。 

・2030 年度の脱炭素先行地域の実現に向けた具体的な事業推進も必要であるが、市民へ

の普及啓発は同時並行で進めていくべきと思う。 

・市では、一般向けセミナーについて、まずは「脱炭素とは何か」といった簡単なセミ

ナーを想定しているが、それ以外に補助金支援に関する広報も必要になると思っている。

またアドバイスをいただきたい。 

 

  議題３）脱炭素先行地域づくり事業の進捗報告 

・事務局より概要説明。 

 

 


